
 
 
 
 
 
 

 
１ はじめに  

全校児童が１２名の極小規模校である本校において、絶滅危惧種Ⅱ類の「ヤマグチサ

ンショウウオ」が向津具半島にいるという情報から、ふるさと学習の充実を図りたいと

いう思いで取組を始めることにした。 

 

２ 飼育に関する実際の取組 

  向津具での「ヤマグチサンショウウオ」探しは、

前任校でお世話になった新村氏に助けていただい

た。もともと絶滅危惧種であることから生息場所を

調べていたこともあり、向津具小学校近くの生息場

所を見つけた卵や幼体を数体届けてくださったり、

児童の現地学習（校外学習）にも同行してくださっ

たりした。 

今年度の向津具小学校での取組は、特別支援学

級の児童が最初に取り組むことになった。その出会

わせ方が一番重要であった。最初に卵をときは、「気

持ち悪い」という言葉で、あまり見向きもしなかっ

た。生息地に連れて行っても、「こんな気持ち悪い

とこに住んでいるの？嫌だな」と言っていたが、生

息地の水の中のどのへんにいるのか道具ですくっ

て見せて目の前に提示したところで目の色が変わ

った。「自分もすくってみたい」から「学校に連れ

て帰りたい」となり、最後には、「お世話をするか

ら私が飼いたい」と、気持ちの変容が見られた。 

  ヤマサンの卵や幼体は、飼育ケースで昇降口に

置いているため、全校児童が興味や関心を持ってい

る。朝、ヤマサンの世話をしていると、低学年の児

童が、「校長先生、私もお世話したいです。欲しい

です」と言いに来るようになってきた。生息地で学校に幼体を連れ帰った児童がそんな

様子を見て、「ヤマグチサンショウウオを育てるっ

て簡単じゃないんよ。わかってんのかな。命は簡単

には育てられないんだよ」と言っているのが聞こえ

てくる。子どもたちの心をつかんだところで、ヤマ

サン先生をお呼びして、「ヤマグチサンショウウオ」

について、全校でお話を聞かせていただいた。低学

年の児童には難しかったかもしれないが、それでも

ヤマサン先生に質問をして理解しようと頑張って

いる様子も見られた。 

向津具のヤマグチサンショウウオを守ろう 

～ヤマグチサンショウウオを通して地域を大切にする心を育てよう～ 

長門市立向津具小学校  



３ 学校だよりによる保護者、地域の方々への周知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 成果と課題 

「ヤマグチサンショウウオ」を飼育する

ことが大変なことはよく理解しているが、

向津具小学校でもヤマサンについての学習

を仕組むことにしたのは、向津具の良さは

まだまだたくさんあることに気づかせたい

ということ、自分の興味関心をもったこと

について、主体的に調べたり自分の考えた

ことを発信したりすることが素晴らしいこ

とであること、命の大切さをヤマサンの命

を通して実感してほしいという理由があ

る。 

 また、学校だよりに「向津具小のヤマサン物語」の記事の掲載することや、秋開催の

地域行事に参加して、①向津具太鼓で学校紹介、②ヤマグチサンショウウオの紹介、③

エサ代のために校庭の銀杏を売る活動、という３本立てで取り組んだ。３つの目的を果

たすと同時に「④銀杏を売るために、校庭をきれいに掃除できたこと」、「⑤本校の児

童が地域の方々と新たなコミュニケーションを行うこと」、「⑥地域の方々の来校時の

リクエスト（ヤマグチサンショウウオを見せてほしい）」などがあげられる。 

  課題といえば、地球温暖化等も原因であるが、自然環境の変化に対応できる取組がい

かにできるかということ、このことを SDGｓの「15 陸の豊かさも守ろう」に関連付

けて活動を仕組んでいけるのではないかと考える。生態について不明なところがたくさ

んあるヤマグチサンショウウオについて、支援や指導を受けることのできるヤマサン先

生（小串ヤマグチサンショウウオ保護保存会）との定期的なつながり、生息地での学習

を継続するにあたり、土地の持ち主のご理解が継続して得られることもあげられる。 


